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今年度前期末の結果では，11の質問すべてで第３学年の生徒が一番高い肯定的回答率であった。これら
の要因として，この学年は３年間を見通した総合カリキュラム（教科横断型プログラム）を先導的に行っ
てきた学年であること，ER個人テーマ探究活動を実施・充実したこと，個人テーマ探究活動の中で個々に
現地・現場におけるフィールドワークを実施したこと，クラス・学年・全校・関係者（機関）も含む「ER
個人テーマ探究実践発表会（10／７）」を実施したことが挙げられる。 
全校で平均値が高かった上位３項目は，「８ 他者との考えの違いを分かり，聴き入れることができ
た。（平均：4.65／３年生平均：4.78）」，「１ 様々な領域に興味・関心を拡げて学ぼうとすることができ
た。（平均：4.60／３年生平均：4.77）」，「２ 他の教科学習と日常生活や地域社会，そしてSDGsとの関
連性を考えながら学習に取り組むことができた。（平均：4.55／３年生平均：4.76）」であった。これは，
様々な「つながり」を意図的につくってきた成果，そして，問いをもちながら学ぶことを生徒に意識付け
てきた成果と言える。そして，３年間を見通した学習プログラムを実施することは，生徒の学びに継続
性，段階性を生むことにつながり，生徒自身が学びを深め，高めていこうという意欲につながったと考え
る。 
全校での下位３項目は，「４ 課題を解決する時に，見通しを持ち，解決に必要な計画を立てることが
できた。（平均：4.24）」，「10 持続可能な社会の構築のために，多様な他者と連携・協働しながら，課題
の解決に取り組むことができた。（平均：4.25）」，「11 深めてきた自分の考えを他者に分かりやすく伝え
ることができた。（平均：4.27）」であった。しかし，第３学年で言えば，質問４は平均4.52，質問10は
4.50，質問11は 4.62であり，寧ろ高い数値である。この結果から，新しく学習するもの，ことへの関
心・意欲は高いが，全体では行動面にまだ課題のある生徒も多いと言える。ただ，第１・２学年の数値が
低めになっていたが，これは１・２年次にそもそも学習や探究の計画を立てたり，課題解決に取り組んだ
りする機会が少ないことに課題があると言える。これらを改善するために，今後は第１・２学年の取り組
みから実行委員形式や探究活動を取り入れていきたい。なお，第１学年でのインプット，第２学年でのイ
ンプットとプレ探究が十分にあったことで，今年度の第３学年での個人テーマ探究の充実につながったこ
とも事実である。各学年ER担当教員による係会を実施し，各学年の取り組みについて十分吟味した上
で，プログラムの改善に取り組んでいきたい。また，ここでER新学習プログラムの１サイクルが終わる
ので，継続するものとブラッシュアップするものの精査も必要である。これについても，係会で検討して
いきたい。 
今後は，生徒外部発信の一層の充実，教科での学びとERのつながりをより「見える化」していきた
い。今年度，「ER個人テーマ探究実践発表会（10／７）」をオンラインで実施したが，岡山朝日高等学校，
岡山東商業高等学校，山陽学園高等学校など本校近隣の高等学校，岡山市教育研究研修センターの方や
NPO関係者，県議会議員の方々，本校の全体研究に関わってくださっている指導助言の先生方など総勢27
名にご参加いただいた。参加者からは，「コロナの状況に負けずにこれだけの成果を出された生徒に感動
した。附属中学校の先進的な取り組みがロールモデルとなり，全国にこの理論，考え方，手法が広まると
よいと思う。」，「どのような人材を育てたいか，どのような力を生徒に付けたいのかなどの目的がはっき
り見え，内容が素晴らしいと感じた。」等のご感想，「学びに積極的でない生徒に対する手立てがある
か。」や「意見交換や質疑応答がより自然で積極的な参加があるとよい。」等の助言をいただいた。生徒の
取組を外部発信することは，多様な他者からフィードバックをもらえることにつながり，生徒は手応えや
達成感を感じることができる。教員にとっては，フィードバックが指導方法，内容をブラッシュアップす
ることにつながり，それは全て生徒の学びの充実，本校のERが目指す生徒を育成することにつながる。
さらに，新学習指導要領において高等学校では「総合的な探究の時間」が実施されるが，今回，高等学校
の先生方に本校の取組を見ていただいたことは，中高連携の点からも非常に効果的であったと考える。今
後もERの取組を積極的に発信していきたい。そして，今年度，「学びのカレンダー」や「カリキュラム・
マップ」を作成したが，これらの効果的な運用について考え，実際に活用していきたい。 
また，本校のERで育成を目指す資質・能力は，「ESDの学習指導過程を構想し展開するために必要な枠
組み」（国立教育政策研究所2012）を参考に設定しているが，UNESCOの「持続可能性キー・コンピテンシ
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ー」（2017）等を参考にしながら，育成を目指す資質・能力の検討もしていきたい。評価については，現
在，ER自己評価表によってERで育成された資質・能力を見取っているが，全体研究で取り入れている外
部評価指標Ai GROWと ER自己評価を関連付け，ERで育成された資質・能力についてより説得力のある結
果として示していけたらと考えている。 
さらに，今年度，本校では「岡大附中ESD・SDGs推進部会」を設置し（岡山ESDプロジェクト参加），
部会として岡山市が主催するESDコーディネーター養成研修にも参加した。研修を通じて，学校と地域や
多様な世代，セクター，そして学校間をつないでいくことの重要性を改めて感じると共に，学校での取組
を外部発信することの重要性についても再認識することができた。また，研修に参加したことで，新たな
つながり，新たな視点を得ることができた。今後，岡山市立東山・操山公民館など近隣の機関と連携し，
若者の地域参加・参画により，世代を越えたつながりを生かしたプログラム「みんなでつくろう！住み続
けたいまち○○」（仮称）を計画，実施していく予定である。 
今後も「本校のERによって育てたい生徒像」のビジョンを明確にもち，学習プログラム開発，指導に
あたっていきたい。 
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総合的な学習の時間
持続可能な社会の創り手を育む主権者教育を目指して
－第３学年総合的な学習の時間（ER キャリア・主権）実践報告－
